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の
措
置
を
講
じ
た
い
と
考
え
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

健
全
財
政
の
確
立
に
向
け
た
行

財
政
改
革
の
推
進
に
つ
い
て

国
の
経
済
財
政
改
革
の
進
展

に
よ
る
地
方
交
付
税
の
削
減
や

地
域
経
済
の
低
迷
縮
小
に
よ
る

税
収
の
鈍
化
、
少
子
高
齢
化
対

策
に
よ
る
福
祉
費
の
増
大
な
ど

本
町
財
政
を
取
り
巻
く
環
境
は

益
々
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
ま

す
。さ

ら
に
は
、
地
方
分
権
の
推

進
や
自
治
体
の
再
編
な
ど
地
方

行
政
の
変
革
が
求
め
ら
れ
て
い

る
環
境
の
中
で
、
本
町
は
、
い

ち
早
く
財
政
の
健
全
化
を
目
指

し
簡
素
で
効
率
的
な
町
政
の
実

現
に
向
け
て
、
議
会
や
町
民
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、「
行
財
政
改
革
大
綱
」
を

策
定
し
、
特
に
平
成　

年
度
か

16

ら
平
成　

年
度
ま
で
を
行
財
政

18

改
革
の
重
点
期
間
と
定
め
、

様
々
な
改
革
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。

現
在
も
「
新
行
財
政
改
革
大

綱
（
集
中
改
革
プ
ラ
ン
）」
に
基

づ
き
、
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
策
定
し
財
政
目
標
を
定
め

て
、
財
政
の
健
全
化
と
簡
素
で

効
率
的
な
町
政
の
実
現
に
向
け

て
改
革
に
取
り
組
み
な
が
ら
、

町
財
政
に
負
担
の
少
な
い
国
の

制
度
予
算
を
活
用
し
、
少
子
高

齢
化
対
策
、
定
住
対
策
、
雇
用

対
策
や
産
業
振
興
支
援
な
ど
、

町
政
の
執
行
に
努
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
町
政
の
維
持

に
向
け
て
行
政
機
関
も
努
力
し
、

ま
た
、
議
会
や
町
民
皆
様
に
も

大
変
な
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

昨
今
の
人
口
減
少
や
制
度
改
変

に
伴
う
地
方
交
付
税
の
減
収
、

自
主
財
源
で
あ
る
税
収
の
伸
び

が
見
込
め
な
い
本
町
の
財
政
状

況
に
お
い
て
は
、
更
な
る
コ
ン

パ
ク
ト
な
行
政
体
制
を
構
築
し
、

効
率
的
な
予
算
の
執
行
は
も
と

よ
り
、
政
策
の
選
択
と
集
中
を

強
め
、
住
民
生
活
の
視
点
で 
喫 きっ

 
緊 
の
諸
課
題
に
対
処
し
、
住
民

き
んの

要
望
に
応
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
今
般
、
平

成　

年
度
を
目
標
に
し
て
、
町

25
の
預
金
に
あ
た
る
「
基
金
」
の

取
り
崩
し
に
依
存
し
な
い
中
で
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
推
進
す
る
財

政
運
営
の
構
築
を
目
指
し
て
、

新
た
に
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
策
定
し
、
議
会
、
町
民
皆

様
、
関
係
機
関
や
各
種
団
体
の

意
見
を
踏
ま
え
て
、
行
政
体
制

及
び
事
務
事
業
全
般
に
つ
い
て

見
直
し
を
進
め
な
が
ら
地
域
の

振
興
発
展
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

町
監
査
委
員
に
よ
る
南
富
良
野

町
森
林
組
合
の
監
査
結
果
に
つ

い
て本

年
の
5
月　

日
に
開
催
さ

30

れ
た
南
富
良
野
町
森
林
組
合
の

通
常
総
会
に
お
い
て
、「
南
富

良
野
町
民
有
林
振
興
融
資
条

例
」
に
基
づ
く
融
資
金
の
不
適

正
利
用
等
の
事
実
が
あ
っ
た
旨

の
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
て
、
町

と
し
て
は
、
速
や
か
に
事
実
確

認
を
す
べ
く
、
本
年
7
月
2
日

付
け
を
も
っ
て
地
方
自
治
法
第

1
9
9
条
第
7
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
町
監
査
委
員
に
対
し
監

査
の
要
求
を
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

そ
の
結
果
、　

月　

日
付
け

12

14

で
監
査
報
告
書
を
受
理
い
た
し

ま
し
て
、
報
告
内
容
に
基
づ
き
、

確
認
さ
れ
た
事
実
や
監
査
意
見

へ
の
対
応
に
つ
い
て
の
検
討
を

始
め
た
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
、

ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び平

成　

年
4
月　

日
、
多
く

12

30

の
町
民
皆
様
の
ご
支
持
、
ご
支

援
に
よ
り
ま
し
て
、
南
富
良
野

町
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

早
い
も
の
で
明
年
4
月
に
は
、

2
期
8
年
の
任
期
満
了
を
迎
え

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

私
は
、
町
長
に
就
任
以
来

「
町
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
」

と
「
行
動
す
る
行
政
」
を
町
政

の
基
本
姿
勢
と
し
て
、「
町
民

の
参
画
協
働
に
よ
る　

世
紀
に

21

対
応
す
る
ま
ち
づ
く
り
」、
さ

ら
に
は
「
町
民
の
皆
様
が
誇
れ

る
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
、

国
の
三
位
一
体
改
革
に
よ
る
地

方
交
付
税
削
減
等
の
大
変
厳
し

い
財
政
環
境
の
中
で
、
町
民
皆

様
の
ご
期
待
に
添
う
べ
く
町
政

執
行
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
間
、
議
員
の
皆
様
を
は

じ
め
町
民
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
に
よ
り
ま
し
て
、
行
財
政

改
革
に
取
り
組
む
中
で
町
政
の

持
続
性
を
高
め
つ
つ
、
少
子
高

齢
化
対
策
や
定
住
対
策
、
産
業

振
興
支
援
な
ど
、
諸
課
題
に
対

し
て
真
正
面
か
ら
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
に
心
か

ら
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。特

に
、
昨
今
の
「
国
の
財
政

運
営
と
構
造
改
革
」
の
荒
波
に

よ
る
自
治
体
の
再
編
問
題
で
は
、

占
冠
村
と
の
合
併
論
議
や
富
良

野
圏
域
5
市
町
村
に
よ
る
自
治

の
あ
り
方
調
査
研
究
な
ど
の
取

り
組
み
に
よ
り
、
本
町
の
財
政

見
通
し
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
、
事

務
事
業
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

町
議
会
や
町
民
皆
様
と
し
っ
か

り
論
議
す
る
中
で
見
つ
め
直
し
、

情
勢
認
識
を
共
有
し
合
い
、
南

富
良
野
町
の
将
来
を
真
剣
に
考

え
て
い
く
「
町
民
と
行
政
の
一

体
感
」
の
醸
成
を
成
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
こ
れ
か

ら
の
町
政
の
推
進
に
あ
た
り
大

き
な
財
産
で
あ
り
、
大
き
な
成

果
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
地
区
集
落
の
振
興
に

あ
た
り
ま
し
て
は
、
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
高
齢
者
福
祉
の
充
実

と
定
住
対
策
、
雇
用
対
策
な
ど

を
兼
ね
ま
し
て
、
金
山
地
区
に

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
建
設

が
実
現
し
、
民
間
賃
貸
住
宅
の

建
設
も
促
進
さ
れ
、
今
後
の
金

山
地
区
集
落
の
活
性
化
に
大
き

な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
さ
ら
に
は
、
大
変
厳

し
い
財
政
運
営
の
中
で
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
最
小
限
に

抑
え
る
こ
と
を
念
頭
に
し
て
行

財
政
改
革
の
重
点
化
に
取
り
組

み
、
財
源
を
捻
出
し
て
農
林
商

工
の
各
産
業
振
興
支
援
や
住
民

福
祉
、
教
育
関
連
施
策
に
つ
き

ま
し
て
も
、
住
民
皆
様
の
要
望

に
応
え
る
べ
く
、
全
町
的
な
地

域
振
興
を
考
え
な
が
ら
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

今
、
町
政
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
合
併
新
法
の
下
で
市
町
村

合
併
が
推
進
さ
れ
、
国
の
地
方

制
度
調
査
会
で
は
、
地
方
分
権

の
推
進
と
と
も
に
基
礎
自
治
体
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の
あ
り
方
の
中
で
、
合
併
新
法

後
の
自
治
体
再
編
に
つ
い
て
も

論
議
が
な
さ
れ
て
お
り
、
自
治

体
財
政
の
基
盤
で
あ
る
地
方
交

付
税
に
つ
い
て
も
、
国
の
削
減

方
針
は
固
定
化
さ
れ
つ
つ
あ
り

ま
し
て
、
小
規
模
自
治
体
は
今

後
益
々
不
透
明
な
中
で
行
政
運

営
を
強
い
ら
れ
る
状
況
に
あ
り

ま
す
。

ま
た
、
本
町
地
域
の
現
状
を

見
ま
す
と
、
各
産
業
基
盤
の 
脆 ぜい

 
弱 
さ
や
地
域
経
済
情
勢
の
低
迷

じ
ゃ
く

に
よ
り
、
雇
用
環
境
に
改
善
の

兆
し
が
見
ら
れ
ず
、「
人
・
土

地
・
集
落
の
三
つ
の
空
洞
化
」

が
進
み
、
こ
の
結
果
、
過
疎
化
・

少
子
高
齢
化
に
よ
る
各
集
落
の

「
共
助
の
力
」
が
低
下
し
、
町

政
を
支
え
る
住
民
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
継
続
が
難
し
く
な

る
状
況
を
迎
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

私
は
、
こ
れ
ら
の
本
町
が
抱

え
る
多
く
の
難
題
、
課
題
に
対

し
、
町
政
の
自
立
と
継
続
性
を

高
め
な
が
ら
、
住
民
皆
様
の
目

線
に
よ
る
「
暮
ら
し
の
視
点
」

か
ら
政
策
に
取
組
み
、
農
林
商

工
産
業
の
支
援
は
も
と
よ
り
、

地
域
資
源
を
最
大
限
に
生
か
し

た
産
業
振
興
支
援
も
展
開
し
て

い
く
中
で
産
業
基
盤
の
強
化
に

取
り
組
み
、
高
齢
化
社
会
に
お

け
る
住
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

の
推
進
体
制
づ
く
り
を
通
じ
て

各
集
落
の
「
元
気
」
を
取
り
戻

し
、
今
後
益
々
多
様
化
す
る
住

民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
う
る
町
政

を
目
指
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。今

般
、
町
民
皆
様
の
ご
支
持

が
得
ら
れ
れ
ば
、
引
き
続
き
こ

の
難
題
、
課
題
の
克
服
に
向
け
、

今
一
度
、
全
身
全
霊
を
ま
ち
づ

く
り
に
傾
注
し
て
い
く
決
意
を

強
く
い
た
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

町
政
執
行
に
関
す
る
具
体
的

な
政
策
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、

別
の
機
会
で
明
ら
か
に
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
議
員
皆
様
の
ご
理

解
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
、
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

今
定
例
会
で
審
議
さ
れ
、
可

決
さ
れ
た
案
件
は
次
の
と
お
り

で
す
。

条
例
の
改
正

�
南
富
良
野
町
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例

　

国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
に

準
じ
て
、
扶
養
手
当
お
よ
び
勤

勉
手
当
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

平
成　

年
度
補
正
予
算

19
平
成　

年
度
各
会
計
の
補
正

19

予
算
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り

と
な
り
ま
し
た
。

指
定
管
理
者
の
指
定

�
下
金
山
地
区
多
目
的
セ
ン
タ
ー

 
�
金
山
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

 
�
落
合
地
区
多
目
的
セ
ン
タ
ー

　

右
記
の
3
施
設
の
指
定
管
理

者
と
し
て
、
南
富
良
野
勤
労
者

企
業
組
合
が
指
定
さ
れ
、
指
定

期
間
は
、
平
成　

年
4
月
1
日

20

か
ら
平
成　

年
3
月　

日
ま
で

21

31

と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
他
の
議
決

�
南
富
良
野
町
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員
の
選
任

平
成　

年　

月　

日
を
も
っ

19

12

21

て
任
期
満
了
と
な
る
、
柴
山
君

雄
氏
（
金
山
）
を
引
き
続
き
選

任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
同
意

さ
れ
ま
し
た
。

�
町
道
の
路
線
廃
止

　

幾
寅
市
街
地
東
2
丁
目
支
線

�
町
道
の
路
線
認
定

　

幾
寅
市
街
地
東
2
丁
目
支
線

　

幾
寅
市
街
地
東
2
丁
目
仲
線

　

金
山
特
養
線

諮
問

�
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

 
人
権
擁
護
委
員
法
の
規
定
に

基
づ
き
、
岩
原
邦
雄
氏
（
幾
寅
）

を
推
薦
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

適
任
と
し
て
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

決
算
の
認
定

�
平
成　

年
度
各
会
計
歳
入
歳

18

出
決
算
の
認
定

第
3
回
町
議
会
定
例
会
で
決

算
審
査
特
別
委
員
会
に
付
託
さ

れ
て
い
た
、
平
成　

年
度
各
会

18

計
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
、

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

意
見
書
の
可
決

□
Ｂ
Ｓ
Ｅ
全
頭
検
査
の
実
施
に

関
す
る
意
見
書

□
産
地
づ
く
り
交
付
金
等
の
税

制
特
例
に
よ
る
一
時
所
得
扱

い
の
継
続
を
求
め
る
意
見
書

□
森
林
環
境
税
（
仮
称
）
の
導

入
を
求
め
る
意
見
書

□
季
節
労
働
者
対
策
の
強
化
を

求
め
る
意
見
書

議

案

（単位：千円）
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※第1回町議会定例会は3月に開会の予定です。

　詳しくは議会事務局までお問い合わせください。

【傍聴にあたっての注意事項】

・録音機やカメラ、ビデオなどの持ち込みは禁止です。

・議事を妨害するような行為は慎むようお願いします。
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●お問い合わせ・・

　　南富良野町議会事務局　�52-2114


